




















石川自由民権１５０周年記念事業実行委員会役員及び委員名簿 

  ２０２５年８月３０日 

役 職    氏   名         住      所 

顧  問  首藤剛太郎（石川町長） 石川町字松木下 102 

〃  近内 雅洋（石川町儀長）   大字中野字福貴田 37 

〃  鈴木 信夫（元石川町長）   大字双里字七鍬石 24－1 

〃  加納 武夫（元石川町長）   字轡取５４－8 

〃  山田真太郎（福島県議会議員）   字王子平 179－1 

〃  郷  泰隆（石陽社顕彰会顧問）       大字新屋敷字石舟 3－2 

代表委員  古藤 邦英   字長久保 196－４ 

副代表委員  吉田 英高   字下泉 150 

〃  下山田和雄   字長久保 86－1 

事務局長  渡辺  実   大字北山形字引地 1 

事務局次長  瀬谷 寿一   大字中田字内出 54 

会  計  志賀 一隆   字屋敷入 160－3 

会計監査  中田  剛   大字母畑字小田口 33－6 

〃  添田  健    大字北山形字大平 85 

 委  員  溝井 惠介   字下泉 27 

〃  吉田 数重   大字双里字谷津前 28－2 

〃  関根 武一     大字沢井字十三塚 35 

〃  郷    徹   大字新屋敷字新覚 14 

〃  曲山 重徳   大字塩沢字広畑４２－７ 

〃  関根 正人   大字母畑字竹ノ内 16－1 

〃  角田  信   大字形見字尾巻１２１ 

〃  大町ゑひ子   字古館３８３ 

〃  渡辺 忠栄   大字母畑字樋ノ口 75－1 

〃  小豆畑 毅   字下泉１４５ 

〃  吉田 利昭   大字沢井字深谷 147－2 

〃  野崎 良子   大字沢井字上ノ原 9－10 

〃  角田  忍   大字形見字尾巻 123 

〃  有賀 正泰   大字形見字尾巻１２４ 

〃  星  恵子   字松木下 19－2 

〃  深谷 伸夫   大字中田字上矢造１８ 

 



中学生用「民権まっぷ」協力（学法石川高校生徒有志）名簿 

     2025.6.21 
  班 氏名 学年 担 当 備  考 

1 1 小豆畑 成 1 明治百年石碑   

2 1 荒川  空 1 明治百年石碑   

3 1 鈴木 怜衣 1 明治百年石碑   

4 1 曲山 颯紀  2 明治百年石碑   

5 1 角田 倫香 2 明治百年石碑   

6 2 永沼 佳子 1 県議会百年石碑   

7 2 久保木里帆 1 県議会百年石碑   

8 2 近藤 里虹 1 県議会百年石碑   

9 2 川崎 愛海 1 県議会百年石碑   

10 3 塩田 大翔 2 民権１５０年石碑 記念式典 

11 3 中川  晃 2 民権１５０年石碑   

12 3 根本 芽依 2 民権１５０年石碑 記念式典 

13 3 佐藤 彩奈 2 民権１５０年石碑   

14 4 大河原優衣 2 イラストマップ  

15 4 近内 大地 2 イラストマップ   

16 学石高 高橋 由輝       

17 石陽社顕彰会 渡辺  実       

18 石陽社顕彰会 志賀 一隆       

19 石陽社顕彰会 瀬谷 寿一       

      

 



石川自由民権150周年記念碑 建立趣意書

「自由の声を、未来へつなぐ」
～自由民権150周年、石川の誇りをかたちに～

いま、なぜ「自由民権」か？

150年前、石川では、封建的な価値観がまだ色濃く残る時代に、新しい時代を切り開こうとする若者たちが立ち上がりました。
自由にものを言い、互いに意見を交わし、民主的に物事を決めること・・・・それが「自由民権運動」でした。その精神は、
現在の私たちの社会にも通じています。人権、自由、そして多様性を尊重しながら、誰もが安心して生きられる未来を築く。
まさに今こそ、その原点に立ち返るときではないでしょうか。

石川町が果たした歴史的な役割

1875年、石川では、東北初となる政治結社「有志会議」（後に石陽社）が誕生しました。若き弁士たちは演説会を開き、「民
の声」を政治に届けるために奔走しました。中心となったのは、河野広中をはじめとする民権家たち。彼らは言論で政府と
対峙し、ついには憲法制定と国会開設を実現に導いたのです。石川の自由民権運動は、東北全体の民主化を後押しし、日
本の近代化にも大きな影響を与えました。また彼らは、地域の教育・産業・交通にも尽力し、現在の学法石川高校や県立
石川高校の創立、水郡線の開通など、まちづくりの礎を築きました。

現代社会と自由民権のつながり

今、世界では民主主義の後退が懸念されています。戦争、独裁、分断・・・それらが進む中で、未来への不安を抱える若
者たちが増えています。また、地球温暖化や環境破壊など、持続可能性への課題も深刻です。こうした時代だからこそ、私
たちは再び「自由」と「対話」に目を向け、多様な価値観（ダイバーシティ）を認め合いながら、持続可能な社会を築く
必要があります。

記念碑に込める願い

私たちは、石川の歴史に誇りを持ち、その精神を未来に伝えるため、「石川自由民権150周年記念碑」を建立します。この
石碑は、過去を讃えるだけでなく、これからの社会を見つめる「希望のしるし」です。訪れた人が、QRコードからさらに詳
しい歴史に触れ、自由と民主主義の大切さを感じていただけるよう工夫も施します。

今こそ 自由民権 ！この記念碑には、１３年前、本会が主催した菅原文太氏によ
る自由民権学習会での言葉「今こそ 自由民権」を刻みます。
町民一人ひとりが主人公の地域を創るため、世代を超えて
学び、語り合い、未来への一歩をともに踏み出しましょう。

石川の自由民権運動
２次元コード

「石川自由民権物語」イラスト竹内七生

みなさんの参加が未来をつくる



石川自由民権150周年記念碑建立協賛金のお願い

令和7年8月吉日

　　　　　　　　　　　　　　　石川自由民権150周年記念事業実行委員会

代表　　古藤　邦英
　

　今年は、明治8年、石川町に東北最初の民権結社有志会議（後に石陽社）が結成されて150年
の節目の年になります。また、石陽社顕彰会が平成22年に発足し足かけ15年になります。この間のみ
なさまからのご支援ご協力に対し心から御礼申し上げます。
　そこで、石川自由民権150周年記念事業実行委員会を組織し、三つの記念事業を行うこととしました。
一つは、中央から講師を招聘し記念講演会の開催、二つ目は、これまでの中学生用自由民権学習用
の小冊子をわかりやすいパンフレットに再編集すること、三つ目には、１５０周年を記念し未来に向け自
由民権を顕彰する記念碑を建立することとしました。
　特に、顕彰碑の建立につきましては、記念碑建立費を100万円、ＱＲコードでの情報発信経費などの
諸経費を含め、総事業費を130万円と積算しました。財源は石陽社顕彰会準備資金50万円を基本に
協賛金で60万円、広告収入で20万円を見込みました。大変心苦しいのですが、本事業を実現するた
め多くの方々に呼びかけ、財源を確保し事業を取り組むことにしました。
　石川町を自由民権運動発祥の地として、全国に発信するためにも広く賛同を呼びかけますのでご支援
ご協力をよろしくお願い申し上げます。

記

◆ 御協賛のお願い          1口　1,000円以上

◆ 御広告のお願い          1口（2cm×9cm）　　5,000円

※御協賛及び広告をいただいた方、企業・団体方へのご報告は、記念碑に埋め込むＱＲコードでスマホから確認できるようにします。

180cm

114cm 42cm

90cm◆ 後援者（予定）

石川町、石川町教育委員会、石川町議会、三春
町教育委員会、学校法人石川義塾、石川町文化
協会、いわき石川青年会議所、石川ライオンズ
クラブ、石川ロータリークラブ、福島県立石川
高等学校同窓会、石陽史学会、福島自由民権大
学、福島民報社、福島民友新聞社、町民ニュー
ス社、夕刊いしかわ社


